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　新年あけましておめでとうございます。
　日頃から青年部活動に対する深いご理解と
ご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様におかれましてはご健勝に新年をお迎
えのことと心からお慶び申し上げます。
昨年の青年部活動を振り返りますと、９月に第
６回となる婚活企画『恋っちゃTANGO』を開
催しました。
　女性は2日間に渡りご参加頂き、遠方の方は
宿泊して頂いて丹後を満喫して頂きました。男
性は１日目、２日目と入れ替わってご参加頂き、
１日目は八丁浜でBBQやゲーム、２日目は丹後
王国にてばら寿司作りを体験して頂き、16組の
カップルが成立いたしました。
　初めての２日間にわたる事業でしたが、力と
知恵を合わせて地域の活性化に微力ながら寄
与できたものと思っております。
１０月は次世代育成事業として市内の小学生を
対象に「竹であそぼう！竹でご飯を炊け！
（竹）」と題し、自分たちの周りの里山の荒廃

　新年明けましておめでとうございます。
　平素は商工会女性部活動に、ご理解ご協力を
賜り厚くお礼を申し上げます。
　昨年を振返りますと、京都府商工会女性部連
合会主催｢主張発表｣に、北部代表として山内副
部長が発表され、近畿大会まで駒を進めて頂きま
した。
　又、秋には連合会主催のウォークラリーが京丹
後で開催され、府下の沢山の商工会女性部員の
皆様をお迎えする事が出来ました。
　琴引き浜鳴き砂文化館から立岩、竹野神社、
大成古墳を巡るコース。晴天に恵まれ、部員の皆
様のご協力のもと、京丹後の歴史と自然を体感、
満喫して頂きました。
　視察研修では、日本最古の神社淡路島｢伊弉
諾神宮｣を参拝。その後、迫力ある鳴門海峡の渦
潮を眺めクルーズ。薫寿堂にて、見学とお香づくり
の体験活動が出来ました。この研修では、より地
域の発信力の大切さを感じる研修でした。
　商工祭では、第1日目のステージを女性部が担

を進めている竹林の利活用を考え、里山を愛
する心を育てることを目的とした竹をテーマに
した自然体験を実施しました。
　年末の継続事業であります「サンタの宅配
便」では多数のご応募をいただき、部員総出で
サンタクロースに扮して、子どもたちへプレゼン
トを配達させていただきました。前年同様多く
の申し込みをいただくことができ、地域の皆様
のご協力に感謝申し上げます。
　他団体の皆様との交流事業や各種イベント
への開催協力も積極的に行い、『丹後マル
シェ』『坂東玉三郎京丹後公演』『TANGOや
さか納涼祭』『京丹後夜の市』等、青年部とし
て多くの活躍の場をいただき、充実した1年で
ありました。
　我々青年部は、それぞれが商売を営む起業
者や事業所の後継者であり、諸先輩方が築い
てこられた伝統を尊重し意思を引き継ぎなが
ら、力を合わせ地域振興事業に取り組み、しっ
かりとした経営ができる事業者として成長する
ことが必要だと思います。
　本年におきましても青年部一同、様々な取り
組みにチャレンジして参りますので、どうか皆様
の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　末筆ではありますが、新年にあたり皆様のご
多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

当し「第18回夢よさこい『だんす!ダンス!
DANCE!』」として、様々な沢山のチームにご参
加頂き、ステージを盛上げて頂きました。お蔭様で
盛況のうちに無事幕を閉じることが出来ました。
　これからも商工会女性部として、京丹後市が豊
かに元気になる活動をしていきたいと思います。
　今年は｢丹後ちりめん創業300年｣を迎えます。
私達も、丹後の女性として着物に親しみ、少しでも
楽しんで頂けるように、着物について今年も講習
会を計画しています。その他北部ブロック交流事
業の｢ボウリング大会｣、地域研修の｢わが町ウ
オーク｣、商工会女性部10周年記念事業｢きぬ
の果｣販売、各講習会等、部員の皆様にご協力を
頂き活動させて頂きました。
　近年毎年のように自然災害が発生する中、私
達商工会女性部は、より人と人とのつながりを大
切にし、今私達が出来ることを問いかけ、地域振
興と広域的な活動を目指し、京丹後を元気に盛り
上げる事業を今年も積極的に展開してまいりたい
と思います。
　どうぞこれからも皆様のあたたかいご理解、ご協
力を心からお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本年が皆様にとりまして幸
多き年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

　京丹後美食都市研究推進会は、昨年度に京丹後
市が実施した〝京丹後市料理人等海外視察研修事
業〟をきっかけに、市内料理人等のレベルアップを
目的にした取組みとあわせ「旬でもてなす食の観
光」を推進するため2018年にグループを結成して
活動を行っています。
　魅力ある食のまちづくりと、それを担う市内の料
理人を育成するため、技術や考え方、地元食材の
生かし方などを探求し、その成果を市内外で広める
とともに、生産者や加工業者などのすべての食関
連事業者とも連携しながら「オール丹後で美食のま

ちへ！」をキーワードに
様々な取組みを企画実施
されています。今年度は
「部会助成金」を活用し、
さらに大きな取組みに挑
戦されましたので、今回
はその活動についてのお
話を伺いました。

　今年度の取組みは、①美食のまちづくり研究講
座、②料理レシピ開発と公開、③京丹後の美食の
取組みのPR活動、の３つの柱で構成され「新しい
京丹後の食」を研究・提案されています。その成果
を発表する機会として2019年10月23日に「たんちょ
すバル」を主催されました。地元の料理店などが出
店し、京丹後の旬の食材をふんだんに使用した小
皿料理「たんちょす※」を目当てに市内外から300
人以上が来場、市内13店舗の趣向を凝らした料理
を楽しむバルイベントとして賑わいました。また、イ

ベントにおけるフ
ードロスや環境
への貢献なども
検討した結果、
今後も継続的に
活用できる「木製
プレート」を市内
事業所の協力に
より制作し、来場者にも取組みの意図をあわせて
PRされました。食に携わる様々な立場の方たちが
意見を交わし、京丹後の旬の食でまちを盛り上げ
ている姿はまさに「オール丹後で美食のまちへ！」
の第一歩であることをメンバーも実感されており、
今後の取組みの推進力にしていくとのこと。次世代
につなぐ美食のまちづくりを想定しながら、料理技
術の向上と食材発掘に努め、季節に応じた活用テ
ーマを設定した継続的な取組みを目指す当地域な
らではの今後の展開に期待と注目が集まっていま
す！商工会ではこうした地域発展のための新しい
企画に挑戦するグループを積極的に支援します。

京丹後の旬の食材をメインに使い「四季折々の〝おいしさ〟」が手軽に楽しめる一品（小皿）料理。
「このまちの食の魅力を伝えたい」という料理人の熱い思いがスパイスとなっています。
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京丹後を「美食のまち」に！
助成金活用の取組み（意欲ある部会事業推進助成金）

税務署の申告書作成会場は

2月17日㊊から開設します2月17日㊊から開設します

確定申告のお知らせ確定申告のお知らせ

○相談受付時間は午後４時までです。
○混雑状況によっては、早めに相談受付を終了させていただ
　く場合があります。
○申告会場開設当初と申告期限間際は、混雑が予想されます。
○平成29年分の確定申告から医療費控除は領収書の提出が
　不要となり、「医療費控除の明細書」の添付が必要となり
　ました。

税務署に出向く必要なし！
ご自宅等のパソコンや
スマホから申告できます。

確定申告書
作成コーナー
はこちら➡

峰山税務署 個人課税部門　☎0772-62-0563（直通）

女性も男性も活躍できれば、
京丹後はもっと輝ける！ 聴講

無料

新春新春

大阪大学
非常勤講師

経 済 講 演 会

令和2年1月20日月 15:30～17:20
（受付15:00～）

プラザホテル吉翠苑「鳳凰の間」
●日時

●会場 谷口 真由美 氏

講師

京都府最大部員数 青年部員募集中！

お問い合わせは青年部事務局
 TEL.62-0342まで

青年部には様々な業種の若手経営者・
後継者が在籍しています。
ネットワークを築き事業発展に

つなげよう！青年部通信
http://kyotango-implse.jp

100人の仲間ができた！

Woman part of kyotango city of Society of Commerce and Industry

女性部員募集中女性部員募集中
私達と共に、女性部の活動に

参加しませんか？
商工会女性部事務局

 TEL：62-0342 FAX：62-3553

2月17日㊊～3月16日㊊所得税等の確定申告

消費税等の確定申告 2月17日㊊～3月31日㊋
➡

➡

京丹後美食都市研究推進会


